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1.  平成22年3月期第3四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第3四半期 35,098 △23.7 △27 ― △268 ― △305 ―
21年3月期第3四半期 46,010 ― △443 ― △549 ― △570 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第3四半期 △5.31 ―
21年3月期第3四半期 △9.89 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第3四半期 73,639 38,725 52.1 666.21
21年3月期 81,975 39,577 47.9 681.03

（参考） 自己資本   22年3月期第3四半期  38,401百万円 21年3月期  39,259百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 6.00 ― 6.00 12.00
22年3月期 ― 4.00 ―
22年3月期 

（予想）
4.00 8.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 60,000 △17.9 1,500 △51.0 1,300 △54.2 700 △56.7 12.14
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
［（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧下さい。］  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

［（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧下さい。］  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１． 当社グループの事業は、受注装置の納期が概ね期末に集中するため、売上高も期末に集中する傾向にあります。 
２． 上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、様々な要因によって予想数値と異なる場
   合があります。なお、上記の予想の前提条件その他の関連する事項につきましては、添付資料の４ページをご参照下さい。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第3四半期 57,949,627株 21年3月期  57,949,627株
② 期末自己株式数 22年3月期第3四半期  308,538株 21年3月期  302,515株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第3四半期 57,643,680株 21年3月期第3四半期 57,655,186株

― 2 ―



当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、中国・アジア向け輸出の伸長等を背景に景気が持
ち直しつつあり、設備投資や消費の低迷、為替の動向など先行きの不透明感があるものの、回復基調で
推移しております。 
 しかしながら、当社グループを取り巻く市場環境は、生産水準の回復により最悪期を脱した感はある
ものの、特に国内において設備投資の低迷が続いており、依然として厳しい状況が続いております。 
 このような状況の下、当社グループは引き続き業務の効率化による固定費の削減やコストダウンによ
る損益分岐点の引き下げに取り組むとともに、設備の改善・改造提案営業の推進や排水・回収処理技術
の強化、海外事業体制の強化等に取り組んでまいりました。 
 この結果、当第３四半期連結累計期間は受注高35,525百万円（前年同期比35.5％減）、売上高35,098
百万円（同23.7％減）、営業損失27百万円（同－％）、経常損失268百万円（同－％）、四半期純損失
305百万円（同－％減）となりました。 
事業のセグメント別業績は次のとおりであります。 
[水処理装置事業] 
当事業においては、主要顧客である電子産業を中心に設備投資が大幅に減少したことに加え、顧客の

コスト削減等の影響でメンテナンスや消耗品の供給が減少した結果、受注高23,662百万円（前年同期比
43.6％減）、売上高23,512百万円（同29.5％減）、営業損失797百万円（同－％減）となりました。 
[薬品事業] 
当事業においては、生産水準の低迷やメンテナンスの減少などの影響により、受注高11,863百万円

（前年同期比9.5％減）、売上高11,585百万円（同8.6％減）、営業利益769百万円（同26.8％減）とな
りました。 

  

（資産） 
当第３四半期連結会計期間末における資産の残高は、前連結会計年度末に比べ8,336百万円減少し、

73,639百万円になりました。これは主に、受取手形及び売掛金11,530百万円の減少、仕掛品を中心とし
たたな卸資産1,151百万円の増加及び有形固定資産726百万円の減少によるものであります。 
（負債） 
当第３四半期連結会計期間末における負債の残高は、前連結会計年度末に比べ7,485百万円減少し、

34,913百万円となりました。これは主に、支払手形及び買掛金6,323百万円の減少、未払法人税等570百
万円の減少、借入金1,402百万円の減少によるものであります。 
（純資産） 
当第３四半期連結会計期間末における純資産の残高は、前連結会計年度末に比べ851百万円減少し、

38,725百万円になりました。これは主に、四半期純損失及び配当金の支払を中心とした利益剰余金882
百万円の減少によるものであります。 

  

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。）は、前連結会計
年度末に比べ2,536百万円増加し、10,087百万円になりました。 
(営業活動によるキャッシュ・フロー) 
営業活動によって得られた資金は、4,714百万円となりました。これは主に、減価償却費1,041百万円

及び売上債権の減少12,981百万円の資金の増加に対し、税金等調整前四半期純損失246百万円、たな卸
資産の増加1,145百万円、仕入債務の減少6,609百万円及び法人税等の支払額970百万円の資金の減少が
あったことによるものであります。 
(投資活動によるキャッシュ・フロー) 
投資活動によって支出された資金は、207百万円となりました。これは主に、有形固定資産の取得に

よる支出366百万円の資金の減少があったことによるものであります。 
(財務活動によるキャッシュ・フロー) 
財務活動によって支出された資金は、1,983百万円となりました。これは主に、借入金の減少1,399百

万円及び配当金の支払額576百万円によるものであります。 

  

・定性的情報・財務諸表等

1. 連結経営成績に関する定性的情報

2. 連結財政状態に関する定性的情報

(1) 資産、負債及び純資産の状況

(2) キャッシュ・フローの状況
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景気は回復基調で推移しつつありますが、依然として先行きの不透明感は拭えない中、設備投資の低
迷が続いております。当社グループは、引き続き固定費削減・原価の低減や、受注の確保に取り組んで
まいりますが、受注環境は今後も厳しい状況が続くものと予想しております。 
 通期の業績予想につきましては、平成21年５月13日発表の業績予想から変更ありません。 

  
  

該当事項はありません。 
  

  

（簡便な会計処理） 
①一般債権の貸倒見積高の算定方法 
当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がない

と認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 
②たな卸資産の評価方法 
当第３四半期連結会計期間末のたな卸高の算出に関しては、実地たな卸を省略し、第２四半期連結会

計期間末の実地たな卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 
 また、たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額
を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 
③繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 
繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異

等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測
やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

  

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理） 
①税金費用の計算 
税金費用については、「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」第19項の規定により、「中間

財務諸表等における税効果会計に関する実務指針」第12項（法定実効税率を使用する方法）に準じて計
算しております。 
なお、法人税等調整額は、「法人税等」に含めて表示しております。 

  

①完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更 
請負工事に係る収益の計上基準については、従来、請負金額５億円以上かつ工期１年超の工事につい

ては工事進行基準を、その他の工事については工事完成基準を適用しておりましたが、「工事契約に関
する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指
針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を第１四半期連結会計期間より適用し、第１
四半期連結会計期間に着手した工事契約から、当第３四半期連結会計期間末までの進捗部分について成
果の確実性が認められる工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その
他の工事については工事完成基準を適用しております。 
これにより、当第３四半期連結累計期間の売上高は578百万円、売上総利益は23百万円増加し、営業

損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失はそれぞれ23百万円減少しております。 
なお、セグメント情報に与える影響は（セグメント情報）に記載しております。 

3. 連結業績予想に関する定性的情報

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 10,811 8,494

受取手形及び売掛金 21,680 33,210

リース投資資産 2,816 2,950

商品及び製品 2,868 3,253

仕掛品 5,566 4,009

原材料及び貯蔵品 944 965

繰延税金資産 1,160 816

その他 1,313 920

貸倒引当金 △59 △108

流動資産合計 47,100 54,512

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 18,967 18,940

減価償却累計額 △10,179 △9,702

建物及び構築物（純額） 8,788 9,238

機械装置及び運搬具 4,820 4,779

減価償却累計額 △3,848 △3,679

機械装置及び運搬具（純額） 971 1,099

土地 12,334 12,335

建設仮勘定 17 20

その他 3,478 3,432

減価償却累計額 △2,813 △2,621

その他（純額） 665 811

有形固定資産合計 22,778 23,504

無形固定資産 446 505

投資その他の資産   

投資有価証券 952 1,058

繰延税金資産 1,981 2,001

その他 562 581

貸倒引当金 △183 △187

投資その他の資産合計 3,313 3,453

固定資産合計 26,538 27,463

資産合計 73,639 81,975
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(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 11,309 17,633

短期借入金 9,223 9,401

未払法人税等 170 741

繰延税金負債 6 5

賞与引当金 297 941

製品保証引当金 207 223

工事損失引当金 239 237

その他 4,656 3,513

流動負債合計 26,111 32,697

固定負債   

長期借入金 4,884 6,109

繰延税金負債 7 1

退職給付引当金 3,748 3,418

その他 161 170

固定負債合計 8,801 9,700

負債合計 34,913 42,398

純資産の部   

株主資本   

資本金 8,225 8,225

資本剰余金 7,508 7,508

利益剰余金 23,168 24,051

自己株式 △308 △304

株主資本合計 38,593 39,479

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 108 72

為替換算調整勘定 △300 △293

評価・換算差額等合計 △192 △220

少数株主持分 324 318

純資産合計 38,725 39,577

負債純資産合計 73,639 81,975

オルガノ㈱　（6368）平成22年3月期　第3四半期決算短信

― 6 ―



(2)【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

売上高 46,010 35,098

売上原価 35,936 26,186

売上総利益 10,074 8,911

販売費及び一般管理費 10,517 8,938

営業損失（△） △443 △27

営業外収益   

受取利息 31 20

受取配当金 20 19

固定資産賃貸料 32 31

持分法による投資利益 2 －

その他 31 37

営業外収益合計 119 108

営業外費用   

支払利息 160 177

為替差損 58 10

持分法による投資損失 － 157

その他 5 5

営業外費用合計 224 349

経常損失（△） △549 △268

特別利益   

前期損益修正益 22 －

貸倒引当金戻入額 － 47

その他 1 3

特別利益合計 24 51

特別損失   

固定資産廃棄損 48 7

貸倒引当金繰入額 85 －

施設利用権評価損 14 －

事務所移転費用 99 －

事業所整理損 － 18

その他 8 4

特別損失合計 255 29

税金等調整前四半期純損失（△） △780 △246

法人税等 △245 24

過年度法人税等 － 21

少数株主利益 34 13

四半期純損失（△） △570 △305
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △780 △246

減価償却費 1,249 1,041

引当金の増減額（△は減少） △1 △400

受取利息及び受取配当金 △52 △40

支払利息 160 177

為替差損益（△は益） 11 △14

持分法による投資損益（△は益） △2 157

固定資産廃棄損 48 7

売上債権の増減額（△は増加） 3,490 12,981

たな卸資産の増減額（△は増加） △4,988 △1,145

仕入債務の増減額（△は減少） 909 △6,609

その他 △844 △126

小計 △801 5,782

利息及び配当金の受取額 52 39

利息の支払額 △149 △136

法人税等の支払額 △1,441 △970

営業活動によるキャッシュ・フロー △2,340 4,714

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の増減額（△は増加） △529 209

有形固定資産の取得による支出 △4,062 △366

無形固定資産の取得による支出 △85 △66

投資有価証券の取得による支出 △7 △6

子会社株式の取得による支出 △75 △5

貸付金の回収による収入 3 42

その他 4 △15

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,752 △207

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 9,531 △174

長期借入金の返済による支出 △675 △1,224

配当金の支払額 △691 △576

少数株主への配当金の支払額 △3 △2

その他 △18 △5

財務活動によるキャッシュ・フロー 8,142 △1,983

現金及び現金同等物に係る換算差額 △37 12

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,013 2,536

現金及び現金同等物の期首残高 7,781 7,551

現金及び現金同等物の四半期末残高 8,794 10,087
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   当第３四半期連結累計期間 (自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 

      該当事項はありません。 

  

前第３四半期連結累計期間 (自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日) 

 
（注）１ 事業区分の方法 

     内部管理上採用している区分によっております。 

   ２ 各事業区分の主要製品 

 
３ 第１四半期連結会計期間から「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成

18年７月５日 企業会計基準第９号）を適用しております。 

これにより、当第３四半期連結累計期間の「水処理装置事業」の営業損失は16百万円増加し、

「薬品事業」の営業利益は７百万円減少しております。 

４  第１四半期連結会計期間から機械装置の耐用年数を変更しております。 

これにより、当第３四半期連結累計期間の「水処理装置事業」の営業損失は33百万円増加し、

「薬品事業」の営業利益は９百万円減少しております。 

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

水処理装置
事業 

(百万円)

薬品事業
(百万円)

計
(百万円)

消去 
又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

  売上高

(1) 外部顧客に対する売上高 33,332 12,678 46,010 ― 46,010

(2) セグメント間の内部売上高 
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 33,332 12,678 46,010 ― 46,010

  営業利益又は営業損失 
  （△）

△1,495 1,052 △443 ― △443

事業区分 主要製品

水処理装置事業

超純水装置、復水脱塩装置、上下水道設備、排水処理装置、純水装

置、標準型水処理装置、その他各種水処理装置、土壌浄化システム、

水処理装置の維持管理

薬品事業
イオン交換樹脂、活性炭、凝集剤、缶内処理剤、冷却水処理剤、食品

添加剤、その他各種水処理薬品
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当第３四半期連結累計期間 (自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 

 
（注）１ 事業区分の方法 

     内部管理上採用している区分によっております。 

   ２ 各事業区分の主要製品 

 
３ 「四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更」に記載のとおり、

第１四半期連結会計期間から「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12

月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19

年12月27日）を適用しております。 

これにより、当第３四半期連結累計期間の「水処理装置事業」の売上高は578百万円増加し、営

業損失は23百万円減少しております。なお、「薬品事業」に与える影響はありません。 

  

 前第３四半期連結累計期間 (自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日)及び当第３四半期連結

累計期間 (自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 

 全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が90％を超えるため、所在地別セグメント情報の記

載を省略しております。 

  

 前第３四半期連結累計期間 (自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日)及び当第３四半期連結

累計期間 (自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日)  

 海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

   当第３四半期連結累計期間 (自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 

     該当事項はありません。 

水処理装置
事業 

(百万円)

薬品事業
(百万円)

計
(百万円)

消去 
又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

  売上高

(1) 外部顧客に対する売上高 23,512 11,585 35,098 ― 35,098

(2) セグメント間の内部売上高 
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 23,512 11,585 35,098 ― 35,098

  営業利益又は営業損失 
  （△）

△797 769 △27 ― △27

事業区分 主要製品

水処理装置事業

超純水装置、復水脱塩装置、上下水道設備、排水処理装置、純水装

置、標準型水処理装置、その他各種水処理装置、土壌浄化システム、

水処理装置の維持管理

薬品事業
イオン交換樹脂、活性炭、凝集剤、缶内処理剤、冷却水処理剤、食品

添加剤、その他各種水処理薬品

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

オルガノ㈱　（6368）平成22年3月期　第3四半期決算短信

― 10 ―



受注及び販売の状況 

(1) 受注実績 
  

 

 
（注）四半期報告書及び有価証券報告書で開示する「受注実績」は「生産実績」に対応した受注生産に伴うもの

であり、上表の「受注高」及び「受注残高」の数字とは異なります。 

  

(2) 販売実績 

6. その他の情報

（受注高） （単位：百万円、％）

前第３四半期 
連結累計期間

当第３四半期 
連結累計期間

前連結会計年度

金額 前年同期比 金額 前年同期比 金額 前年同期比

水処理装置事業 41,933 △3.7 23,662 △43.6 48,340 △21.8

薬品事業 13,115 13.7 11,863 △9.5 16,548 9.3

合計 55,049 △0.1 35,525 △35.5 64,888 △15.7

（受注残高） （単位：百万円、％）

前第３四半期  
連結累計期間

当第３四半期 
連結累計期間

前連結会計年度

金額 前年同期比 金額 前年同期比 金額 前年同期比

水処理装置事業 47,455 － 30,629 △35.5 30,480 △21.8

薬品事業 802 － 614 △23.4 336 △8.1

合計 48,258 － 31,243 △35.3 30,817 △21.7

（単位：百万円、％）

前第３四半期  
連結累計期間

当第３四半期 
連結累計期間

前連結会計年度

金額 前年同期比 金額 前年同期比 金額 前年同期比

水処理装置事業 33,332 △4.7 23,512 △29.5 56,543 △2.8

薬品事業 12,678 9.3 11,585 △8.6 16,575 7.5

合計 46,010 △1.2 35,098 △23.7 73,118 △0.6
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